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　茨城県がんばる商店街支援事業「商店街活性化コンペ事
業」に、茨城県内から37件の応募の中、第1次審査（書類）
を通過した12団体による公開コンペ・プレゼンテーショ
ンが7月8日、県市町村会館講堂にて開催され、観光ボラ
ンティア大洗の「商店街活性化ワンコイン＆ちょっぴりグ
ルメ」街中案内事業が優秀プランを受賞いたしました。
　内容は、商店街をワンコイン（五百円）で食べ歩き、お
酒の製造工程の見学や、カルメ、たらし焼き体験など、街
中を散策しながら案内するものです。

観光ボランティア大洗
がんばる商店街優秀プラン受賞

　6月13日（金）、日立市「日立シビックセンター」に
おいて、茨城県危険物安全大会が開催され、大洗町危
険物安全協会の雨澤利夫会長が危険物安全功労者とし
て茨城県知事ほう賞を受賞しました。雨澤会長は、保
安の安全確保及び事故防止等に貢献されたことが評価
されての受賞となりました。また、㈶茨城県危険物安
全協会連合会会長表彰を大洗　松亭（安全功労団体の
部）、茨交大洗ホテル勤務・北見広志さん（優良危険物
取扱者）がそれぞれ受賞されました。

危険物安全功労者として
雨澤会長が表彰

　6月21日（土）文化センター大会議室に
おいて、茨城県立健康プラザ大田仁史先生に
よる介護予防講演会が開催されました。当日
は、140名の方にご参加いただき、大田先
生のユーモアあふれるお話やシルバ－リハ
ビリ体操の指導を行いました。
　会場は笑いに包まれ、和やかな雰囲気で楽
しいひと時を過ごしました。

和やかに介護予防講演会を開催

　日本赤十字社が募集している「中国大地震被災者に対する救援金」
に対して、7月2日、「大洗海産物協同組合、協同組合大洗マリンユ
ニオン」各組合に所属されている大洗町在住中国人研修生技能実習
生有志47名の方から、総額250,600円の救援金が届けられました。
　この救援金は大洗町を経由して日本赤十字社から、国際赤十字を
とおして、もっとも有効かつ安価な方法で現地の人々に必要とされ
る物資に換えられます。
※これまで日本赤十字社へ募金をいただいた方ありがとうございました。
岩手・宮城内陸地震義援金
　磯浜町　清水　實様より　30,000円
　磯浜町在住の方より　　　10,000円

中国大地震被災者へ救援金
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　7月7日（月）、県立大洗高校ブルーホークスが、町
立夏海小学校を訪れ、音楽の出張授業を行いました。
　当日は、大洗高校の音楽担当の先生3人とブルーホー
クスの生徒6人が、夏海小の3年生以上の児童59人に
音楽の授業を行いました。
　先生より、トランペットやホルン、トロンボーンな
どの楽器や奏法などの説明をうけたあと、「茶つみ」な
ど息のあった演奏が披露され、児童達はその金管楽器
が奏でる音の違いや美しい音色に興味深く聞き入って
いました。

音楽の楽しさ体験

　6月30日（月）、第59回茨城県消防ポンプ
操法競技大会県央地区大会に、大洗町代表と
して出場する第9分団の結団式が大洗町消防本
部において開催されました。
　当日は、小谷町長はじめ消防団関係者の方々
から激励を受け、出場選手及び分団員一同士
気旺盛にして、優勝に向け決意を新たにしま
した。

第9分団操法競技大会出場結団式

　7月12日（土）・13日（日）の2日間、海上自衛隊
の訓練支援艦「てんりゅう」が大洗第4埠頭に入港し、
ポートフレンズを1日艦長に迎え、歓迎式や体験航海
などが行われました。当日は多くの皆さんが訪れ、
体験航海や自衛艦の航海法や速射砲、射撃訓練用リ
モコン飛行機などの装備の説明に、乗船した方々は
興味深く耳を傾けていました。

海の月間イベント
大洗港に訓練支援艦「てんりゅう」が入港

　7月2日と6日の両日、大洗駅やスーパー前などで、「社会を明
るくする運動」の啓発活動が行われ、保護司や更生保護女性会、
民生委員、防犯連絡員、青少年相談員、人権擁護委員、大洗高
校の生徒など40名がリーフレットやポケットティシュなどを通
勤通学者や買い物客に配布し、犯罪のない社会と青少年の非行
防止などについて呼びかけました。
　「社会を明るくする運動」とは、犯罪や非行を防止し罪を犯し
た人などの更生を支え、明るい地域づくりを目指す全国的な運
動です。お互いが理解を深め、協力し合い、より良い地域をつ
くりましょう。

社会を明るくする運動 街頭キャンペーン
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　大洗町に移り住んで32年、日本一の面積を誇る飛騨の高
山出身の長谷川さんご夫妻を紹介します。3人のお子様は独
立、現在は夫婦二人暮らしです。4月まではクララ(14歳の
愛犬)がおりました。
Ｑ：大洗に移住されたきっかけは何ですか？ 
Ａ：横浜の会社に就職したのですが、研究職のためすぐに大
洗原研内の東北大学に出向となり結局そのまま現在に至っ
ています。
Ｑ：大洗のどこに魅力を感じましたか？
Ａ：住むことになったのは偶然からですが、大洗から出な
　かったのは不思議と馴染めたと言うことでしょうか。今で
もそうですが、当初は言葉さえ半分くらいしか分からない
など、関西系の私たちにとっては外国に近いところのはず
だったのですが。
Ｑ：大洗で一番好きな場所はどこですか？
Ａ：海上から見た大洗町はきれいだと思います。子供たちと
遊んだ場所は思い出も多くありますが、クララとの涸沼川
沿いの散歩コースが心象風景としては一番でしょうか。
Ｑ：町に関係した取り組み活動等はありますか？
Ａ：長年体協テニス部に所属し、現在名ばかりの会長です。
妻も町の活動にいくつか参加させていただいております。
町とのつながりが実感できます。
Ｑ：町に対する要望はありますか？
Ａ：いずれ仕事からも離れます。今後のライフスタイルをど
うしようか考えることが多くなりました。高山と大洗を一
年の半分くらいずつ
で住み分けられたら
最高かもしれません。
思い出を大事にでき、
かつ美しい洗練され
た第二の故郷として
自慢できる町づくり
を切望します。

大
おおつ

津　蒼
あおい

ちゃん
（五反田１区の２　１歳）
お父さん　和茂　　お母さん　千夏
「元気に大きくなってね。」

第22回

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

「自慢できる町づくりを切望！」

海
水
浴
の
歴
史

大
洗
町
の
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史
を

見
つ

め

て

⑲

勝
かつむら

村　桜
さくらこ

子ちゃん
（二丁目４区　８ヶ月）
お父さん　泰一朗　　お母さん　昌美
「無邪気な笑顔に癒されています。」

磯浜築港内の海水浴場

大洗町へ越してきた当時の思い出の1枚
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●●大洗町芸術文化祭短歌会●●
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海のイガ栗 －ハリセンボン－

　今回は皆様も一度は名前を聞いたことがあるハリ
センボンをご紹介します。
　ハリセンボンは暖かい黒潮に乗って夏から秋に茨
城の海へやってくるフグの仲間です。ハリセンボン
はフグの仲間でありながら毒は無く、特に沖縄では
「アバサー」と呼ばれ食用にされています。
　ハリセンボンといえば体のまわりにある針だと思
いますが、普段は針が後ろ側へねていて目立ちませ
んが、敵が現れると大量の海水を胃袋へ吸い込み体
を膨らませ、「イガ栗」のように針を立たせることで自分の身を守っています。またこの針を数
えてみると1,000本もなく実際は300～400本しかありません。
　そして、当館ではハリセンボンも展示する第15回企画展「みんな集まれ！フグリンピック―フ
グのなかま大集合！―」が7月19日（土）～10月5日（日）に開催されます。フグのなかまを見て、
触れて、楽しく学べる企画展です。ぜひお越しください！

　食中毒は1年を通して発生していますが、特に6月～8月の時期は、気温も湿
度も高いため、細菌が増えやすく、食中毒が多く発生します。ご家庭での食中
毒は、症状が軽いことも多いですが、食中毒とは気づかれず重症になる例もあ
ります。
　そこで、今回は、食中毒予防のためのポイントについてお話しします！

食中毒を予防しよう！食中毒を予防しよう！食中毒を予防しよう！

①清潔を保ちましょう
　　食品を取り扱う前だけでなく、調理中も頻繁
に手を洗う。調理器具及び食品の触れる面は、
洗浄、消毒をする。
②生の食品と加熱済み食品とを分けましょう
　　生の肉類および魚介類をほかの食材と分けて
取り扱う。生の食品と加熱済み食品は別の調理
器具（まな板、包丁等）や容器を使用する。
③よく加熱しましょう
　　加熱の必要な食品（特に肉類、卵及び魚介
類）はよく加熱し、調理済みの食品でもよく再
加熱する。（ただし、100℃の加熱でも菌の死滅や
毒素の破壊ができないものもあるため注意！）

④安全な温度に保ちましょう
　　調理済み食品を室温に2時間以上放置しないよ
うにする。食品はすぐに冷蔵庫や冷凍庫で保存
し、素早く冷却する。冷蔵庫内でも食品を長期
間保存しない。
⑤安全な水と原材料を使用しましょう
　　新鮮で良質な食品を選び、消費期限を過ぎた
食品は使用しない。野菜や果実など特に生で食
べる食品はよく洗う。
⑥食中毒にかかりにくい体を作りましょう
　　日頃から栄養バランスのとれた食事や十分な
休養・睡眠、規則正しい生活を心掛ける。（自己
免疫力を高めることにつながります！）

食中毒はこのような予防方法をきちんと守れば予防することができます。
ポイントを踏まえて、元気に夏を過ごしましょう！！


